
は
じ
め
に
　
山
田
馨

	　	

初
め
て
書
い
た
詩
（
一九
四
二
・一九
四
八
）
―
「
模
型
飛
行
機
」「
青
蛙
」

		
	

五
年
生
の
と
き
の
詩 

		
	

模
型
飛
行
機
づ
く
り
と
い
う
原
体
験 

		
	

武
蔵
野
の
自
然 

		
	

読
者
を
意
識
し
は
じ
め
た
詩

		
	

詩
が
う
ま
く
な
る 

	　	

一
〇
代
の
詩
（
一九
四
九
‐一九
五一
）
―
二
冊
の
大
学
ノ
ー
ト 

		
	

思
春
期
の
日
々 

		
	

ノ
ー
ト
の
運
命 

		
	

模
型
飛
行
機
み
た
い
な
詩 

		
	

処
女
詩
集
の
誕
生 

		
	

文
壇
へ
の
登
場 

003022026028032037039042046050054060065070072075079082087091095100102104109112113
	　	

『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』（
一九
五
二
）　―
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
か
な
し
み
」「
は
る
」

		
	

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス 

		
	

他
者
が
い
な
い
世
界 

		
	

こ
と
ば
が
勝
手
に
つ
な
が
る

		
	

思
春
期
の
ダ
ー
ク
サ
イ
ド 

		
	

遠
い
波
の
音 

		
	

で
き
ち
ゃ
っ
た
詩 	

		
	

賢
治
の
影
響 

		
	

神
さ
ま
の
居
場
所 

	　　
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』（
一九
五
三
）
―
「
49
」「
62
」 

		
	

お
筆
先
と
ソ
ネ
ッ
ト 

		
	

コ
ス
モ
ス
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
恋
人 

		
	

詩
を
感
じ
た
原
体
験 

		
	

「
世
界
が
私
を
愛
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
感
覚 

		
	

私
が
い
な
く
な
る

		
	

家
出

		
	

結
婚

		
	

私
性
と
時
代
性

4 3 2 1
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詩
の
誕
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『
愛
に
つ
い
て
』（
一九
五
五
）
―
「
愛
に
つ
い
て
（
私
は
み
つ
め
ら
れ
る
私
）」

		
	

女
性
か
ら
他
者
を
発
見
す
る

		
	

愛
に
よ
る
世
界
の
見
取
り
図

		
	

読
者
と
つ
な
が
り
た
い

		
	

自
分
の
愛
を
疑
う

		
	

微
妙
な
と
き

		
	

二
つ
の
愛

		

『
絵
本
』（
一九
五
六
）
―
「
家
族
」

		
	

理
想
の
家
族
像

		
	

家
族
と
い
う
根
拠
地

		
	

自
費
出
版

		
	

離
婚
、
そ
し
て
再
婚

		

『
あ
な
た
に
』（
一九
六
〇
）
―
「
頼
み
」

		
	

私
の
嫌
い
な
谷
川
俊
太
郎
の
詩

		
	

荒
波

118120123126132134137143146151154161166172175177182186193195202204208212216219
		

『
落
首
九
十
九
』（
一九
六
四
）
―
「
除
名
」「
ご
あ
い
さ
つ
」

		
	

初
め
て
の
仕
事
は
請
け
て
み
る

		
	

こ
と
ば
を
並
べ
る
だ
け
で
詩
に
な
っ
ち
ゃ
う

		
	

豊
富
な
物
欲

		
	

時
代
の
こ
と
ば

		

『
21
』（
一九
六
二
）
―
「
ポ
エ
ム
ア
イ
」

		
	

現
代
詩
人
と
し
て
の
登
場

		
	

解
釈
ご
っ
こ

		
	

衰
弱
し
た
書
き
方

		

『
旅
』（
一九
六
八
）
―
「
鳥
羽
　
１
」「
鳥
羽
　
３
」

		
	

転
換
点
の
詩

		
	

意
識
の
下
へ

		
	

幸
せ
な
家
族

		
	

六
五
年
と
い
う
時
代

		
	

老
婆
と
の
出
会
い

		
	

現
代
思
想
の
最
前
線

		
	

草
木
の
名
前

10 9 8 7 6 5
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人
々
と

	

生
活
の
発
見 
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現
代
詩
の

	

前
線
へ
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『
夜
中
に
台
所
で
ぼ
く
は
き
み
に
話
し
か
け
た
か
っ
た
』（
一九
七
五
）

		

―
「
夜
中
に
台
所
で
ぼ
く
は
き
み
に
話
し
か
け
た
か
っ
た
　
４
　
谷
川
知
子
に
」

		
	

二
つ
の
ス
タ
イ
ル

		
	

朗
読
の
影
響

		
	

複
数
の
声

		

『
定
義
』（
一九
七
五
）
―
「
り
ん
ご
へ
の
固
執
」「
私
の
家
へ
の
道
順
の
推
敲
」

		
	

大
ま
じ
め
の
笑
い

		
	

ホ
ン
ト
で
は
な
い
詩
人

		
『
コ
カ
コ
ー
ラ
・
レ
ッ
ス
ン
』（
一九
八
〇
）
―
「
コ
カ
コ
ー
ラ
・
レ
ッ
ス
ン
」

		
	

「
海
」
と
「
ぼ
く
」

		
	

生
き
る
こ
と
と
こ
と
ば
の
関
係

		

『
対
詩
』（
一九
八
三
）
―
「
母
を
売
り
に
」

		
	

理
性
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
人

		
	

誠
実
な
生
活

		
	

対
詩
と
連
詩
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『
日
本
語
の
カ
タ
ロ
グ
』（
一九
八
四
）
―
「
日
本
語
の
カ
タ
ロ
グ
　
６
６
１
と
８
０
０
」

		
	

創
作
で
な
く
て
も
詩

		
	

ひ
ら
が
な
の
詩
へ 

		

『
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
』（
一九
七
三
）
―
「
の
の
は
な
」「
か
っ
ぱ
」「
い
る
か
」 

		
	

ひ
ら
が
な
だ
け
の
詩

		
	

ひ
ら
が
な
表
記
と
音
韻
の
問
題

		
	

日
本
語
の
負
の
側
面

		
	

詩
と
課
題
意
識

		
	

「
か
っ
ぱ
」
の
強
み

		
	

Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
詩

		
	

ヘ
ン
テ
コ
な
世
界

		
	

凝
っ
て
凝
っ
て
つ
く
っ
た

		
	

大
衆
が
つ
く
る
詩

		

『
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
の
う
た
』（
一九
七
五
～一九
七
七
）の
翻
訳

―
「
フ
ェ
ル
せ
ん
せ
い
」

		
	

翻
訳
の
は
じ
ま
り

		
	

堀
内
誠
一
さ
ん
の
力

		
	

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
か
ら
日
本
の
わ
ら
べ
う
た
へ
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民
衆
の
想
像
力

		

『
わ
ら
べ
う
た
』（
一九
八一）

		

『
わ
ら
べ
う
た
　
続
』（
一九
八
二
）

		

―
「
わ
る
く
ち
う
た
」「
お
な
ら
う
た
」「
と
っ
き
っ
き
」「
ゆ
っ
く
り
ゆ
き
ち
ゃ
ん
」「
い
い
こ
」

		
	

『
に
ほ
ん
ご
』
と
い
う
実
践

		
	

『
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
』
か
ら
『
わ
ら
べ
う
た
』
へ

		
	

音
の
ユ
ー
モ
ア

		
	

ノ
ン
セ
ン
ス
へ
の
憧
れ

		
	

現
代
に
対
す
る
批
評
性

		
『
み
み
を
す
ま
す
』（
一九
八
二
）
―
「
み
み
を
す
ま
す
」

		
	

シ
リ
ア
ス
な
主
題
で

		
	

思
い
を
伝
え
る

		
	

詩
形
の
変
化

		
	

詩
の
肉
感
性

		

『
ど
き
ん
』（
一九
八
三
）
―
「
い
し
っ
こ
ろ
」「
う
ん
こ
」

		
	

詩
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

		
	

実
態
と
こ
と
ば

		
	

う
ん
こ
の
真
実

	

　	

『
よ
し
な
し
う
た
』（
一九
八
五
）

		

―	

「
さ
よ
う
な
ら
　れ
い
ぞ
う
こ
」「
え
て
し
て
」「
ゆ
う
ぐ
れ
」「
た
ん
ぽ
ぽ
の
は
な
の
　さ
く
た
び
に
」「
か
ぼ
ち
ゃ
」

		
	

エ
ド
ワ
ー
ド
・
リ
ア
の
詩

		
	

別
の
世
界

		
	

「
ゆ
う
ぐ
れ
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

		
	

セ
ン
ス
と
ノ
ン
セ
ン
ス

		

『
い
ち
ね
ん
せ
い
』（
一九
八
八
）
―
「
あ
い
し
て
る
」「
ぱ
ん
」

		
	

具
体
的
な
行
動
を
書
く

		
	

幼
児
の
感
覚

		

『
は
だ
か
』（
一九
八
八
）
―
「
さ
よ
う
な
ら
」「
う
そ
」「
き
み
」「
よ
る
」

		
	

佐
野
洋
子
さ
ん
の
影
響 

		
	

一
番
深
い
と
こ
ろ

		
	

詩
を
解
釈
す
る
自
由

		
	

女
神
が
息
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
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嘘
と
ほ
ん
と

		
	

小
学
生
の
ゲ
イ

		
	

は
る
か
な
る
ト
ラ
ウ
マ

		
	

二
冊
の
美
本

		

『
女
に
』（
一九
九一）
―
「
未
生
」「
な
め
る
」「
会
う
」「
川
」「
唇
」「
電
話
」「
墓
」「
後
生
」

		
	

誕
生
前
か
ら
死
後
ま
で
を
う
た
う

		
	

詩
の
発
表
朗
読
会

		
	

そ
う
思
い
た
い
気
持
ち
で
書
く

		
	

「
な
め
る
」
と
い
う
世
界
体
験

		
	

出
会
っ
て

		
	

偕
老
同
穴

		

『
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
川
下
り
』（
一九
八
八
）
―
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
の
川
下
り
」

		
	

鬱
と
い
う
洞
察
力

		
	

三
つ
の
目

		

『
世
間
知
ラ
ズ
』（
一九
九
三
）
―
「
父
の
死
」「
世
間
知
ラ
ズ
」

		
	

事
実
と
詩

		
	

デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
愛
情

		
	

子
ど
も
時
代
の
情

		
	

自
己
否
定
の
詩

		
	

別
れ

		

『
み
ん
な
や
わ
ら
か
い
』（
一九
九
九
）

		

―
「
こ
っ
ぷ
」「
ピ
ア
ノ
を
ひ
く
ひ
と
」「
し
ぬ
ま
え
に
お
じ
い
さ
ん
の
い
っ
た
こ
と
」

		
	

コ
ッ
プ
は
歩
け
な
い

		
	

ピ
ア
ノ
か
ら
生
ま
れ
た
詩

		
	

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
結
末

		
	

詩
へ
の
疑
い

		
	

「
沈
黙
の
一
〇
年
」

		

『
ク
レ
ー
の
天
使
』（
二
〇
〇
〇
）

		

―
「
天
使
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
鳥
」「
泣
い
て
い
る
天
使
」「
現
世
で
の
最
後
の
一
歩
」

		
	

ク
レ
ー
晩
年
の
絵

		
	

ス
タ
ッ
ガ
リ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

		
	

そ
の
と
き
の
詩
人

		
	

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
老
女
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『m
inim

al

』（
二
〇
〇
二
）
―
「
小
憩
」「
拒
む
」「
座
る
」「
泥
」「
こ
う
し
て
」

		
	

沈
黙
に
近
い
も
の
を

		
	

エ
コ
詩
の
可
能
性

		
	

蘇
州
の
古
寺
で

		
	

九
・一
一
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

		
	

あ
り
の
ま
ま
の
あ
り
が
た
み

		
	

老
人
と
幼
児

		
	

極
上
の
恋
歌

		
『
夜
の
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
』（
二
〇
〇
三
）

		
―
「
夜
の
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
」 「
な
ん
で
も
お
ま
ん
こ
」「
無
口
」

		
	

表
題
詩
の
位
置

		
	

真
実
の
鼠

		
	

性
を
超
え
た
「
お
ま
ん
こ
」
の
詩

		
	

世
界
全
体
と
一
つ
に
な
る

		
	

自
画
像
の
変
化

		
	

詩
の
選
別
と
等
級

		
	

詩
の
文
体

		
	

身
体
術
へ
の
目
覚
め

		
	

シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ

		
	

呼
吸
法
と
詩

		

『
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
木
の
葉
』（
二
〇
〇
五
）
―
「
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
木
の
葉
」「
百
歳
に
な
っ
て
」「
は
な
」

		
	

物
語
的
な
要
素

		
	

対
語
の
発
見

		
	

死
と
ユ
ー
モ
ア

		
	

老
い
の
創
造
性

		
	

時
空
が
ほ
ど
け
る

		
	

現
実
の
世
界
を
超
え
て

		

『
す
き
』（
二
〇
〇
六
）

		

―
「
き
い
て
い
る
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ひ
ろ
こ
」「
こ
と
ば
が
つ
ま
ず
く
と
き
」「
は
こ
」「
ほ
ん
」

		
	

『
は
だ
か
』
の
反
響

		
	

子
ど
も
と
死

		
	

子
ど
も
の
た
め
の
言
語
論

		
	

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
的
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
的
な
詩
作

		
	

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
ー

＊
い
の
ち
の
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『
私
』（
二
〇
〇
七
）

		

―
「
自
己
紹
介
」「「
私
」
に
会
い
に
」「
さ
よ
う
な
ら
」「
母
に
会
う
」「
あ
の
ひ
と
」「
泣
い
て
い
る
き
み
」

		
	

事
実
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

		
	

語
り
か
け
る
詩

		
	

二
つ
の
「
私
」

		
	

波
動
と
粒
子

		
	

臓
器
と
の
対
話

		
	

老
母
と
幼
女

		
	

二
つ
の
詩
の
世
界

		
	

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
書
い
た
詩

		
	

詩
が
あ
つ
か
う
べ
き
も
の

		
	

詩
の
純
情

		

『
ト
ロ
ム
ソ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
』（
二
〇
〇
九
）
―
「
ト
ロ
ム
ソ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」「
臨
死
船
」 「
こ
の
織
物
」

		
	

二
つ
の
新
し
い
特
徴

		
	

長
編
詩
の
き
っ
か
け

		
	

六
種
類
の
物
語
性

		
	

コ
ロ
キ
ア
ル
な
詩

		
	

英
語
で
書
か
れ
た
オ
チ

		
	

瞬
間
芸
か
ら
物
語
へ

		
	

臨
死
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
す
る

		
	

死
出
の
旅
の
風
景

		
	

無
性
に
わ
び
た
い

		
	

映
画
の
手
法

		
	

気
に
な
る
表
現

		
	

「
人
っ
子
ひ
と
り
い
な
い
場
所
を
自
分
の
心
の
中
に
つ
く
る
」

		
	

書
き
は
じ
め
な
い
と
わ
か
ら
な
い

		
	

魂
の
次
元
を
生
き
る
人

		
	

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
力

		

『
子
ど
も
た
ち
の
遺
言
』（
二
〇
〇
九
）
―
「
あ
り
が
と
う
」「
う
ま
れ
た
よ
　
ぼ
く
」

		
	

コ
ン
セ
プ
ト
の
逆
転

		
	

表
情
の
力

		
	

宗
教
の
境
地

		
	

い
の
ち
の
表
情	

		
	

子
ど
も
の
目
と
大
人
の
目 
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